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マイロの乳牛に対する産乳飼料としての価値について

広瀬可恒・長尾保義・大久保正彦

1. 緒 言

わが国における従来までの乳牛用濃厚飼料とし

ては，糟糠類を主体とし，これに植物油粕類を配

合した形のものが，一般に用いられて来ており，

穀類を大量に配合使用する考え方は，乏しいよう

である。一方飼料需給安定法に基く，政府の飼料

需給操作は，極端に菱重に集中する処となり，その

財政負担が非常に大きし しかも縫や飼料小麦の

海外供給力には限度があり，輸入価格も高いこと

から，従前の糟糠類依存の家畜飼養を是正し，穀

類使用の方向に需要を転換させる必要性が，指摘

せられる様になってきた。

そこで比較的廉価な輸入飼料用穀物のーっとし

て，米国産マイロ (milo又は grainsorghum)が

あげられ，養鶏用飼料としては勿論のこと，乳牛

用配合飼料への混合使用の要請も強いので，マイ

ロを大量に配合した濃厚飼料を乳牛に与えて飼育

する場合，産乳および乳質にどの様な影響が及ぶ

かを，遺産主体の配合飼料を与えた場合と比較検討

を行なった。

本研究は，米国飼料穀物協会と日本飼料協会と

の協力事業として，委託を受け実施したもので

ある。

11. 試験方法

(1) 供試牛および試験処理法

北大附属第二農場繋養のホ Jレスタイン種乳牛8

頭を，乳期の近いもの同志を対にして 2群にわ

第1表試験処理

群ド7宇品113制点.8¥37湾問 6
マイロ配合飼料| 磁配合飼料 |マイロ配合飼料

費量配合飼料 |マイロ配合飼料l強配合飼料

A 

B 

け，第 l表に示した如く 1期4週間として 3

期の doublereversal designで試験を行なった。

(2) 筒養法

試験期間中の飼料給与量の基準，配合飼料の配

合割合および供試飼料の一般組成は，第 2表~第

4表の通りである。

(3) 測定事項

各期のはじめ 15日聞を予備期，あとの 13日聞

を本試験期とし，次のような事項を測定した。

第2表飼料給与基準

粗飼料
(体重 100kg当り)

1 濃厚飼料
(生産乳量lζ対する割合)
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ロ 強記合飼料 33% 

7 イロ配合飼料 30% 

第3表配合飼料の配合割合(%)

配合品名
1

7 イロ配合飼料|肌合飼料

て? イ ロ 50 

麦 豊富 50 

燕 麦 15 15 

脱脂米糠 10 10 

犬豆抽出粕 12 12 

コプラミーノレ 10 10 

食 塩 1 1 

炭酸石灰 1 1 

燐酸石灰 1 1 

17J<~ I器片付基諮問伽分
乾 草 12.87 11.10 2.88 39.11 26.32 7.72 

グラスサイ 75.43 3.29 1.30 9.33 6.99 3.66 レージ
マイロ配合 11.32 16.19 6.14 54.27 3.95 8.13 飼料

重量配合飼料 12.37 16.75 5.66 52.26 6.18 6.78 
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各期後半の 13日分を測定し量:

アこ。

c) 牛乳成分: 本試験各期毎に， 2日分づっ，

混合試料にして 4回にわたり，脂肪，蛋白質，固

形分音量を常法で測定しだ。ー

III. 試験結果および考察

(1) 体ー重

各期別の体重測定値を，第5表に示したが，マ

イロ給与期にA群は減少し， B群は増加しており，

全体では 1頭当り 6，9kgの体重減少となっている

が，この飼料処理による体重差は，統計的に有意

なものでなかゥたo
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第6表体重の分散分析

変動因 l 自由度 l 

全 体|

飼料処理 1 I 378.125 I 378.125 I F=0.638 
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(2) 生産乳量

供試牛が，各試験期後半 13日聞に生産した乳

量，およびその分散分析の結果は， 第 7，第8表

の通りで， 8頭中 5頭がマイロ配合飼料給与期に，

乳量を増しており，総体では 1日1頭当り 0.7kg

の増加であったが，統計的に有意な差ではない。

しかしこの結果から，マイロを 50%配合したも

のの方が，越 50%配合のものより，牛乳生産上

まさるとも劣らないものであることが推量せら

れる。
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(3) 牛手L成分含量およびその生産量

a) 乳脂率と乳脂肪生産量

生産牛乳の乳脂率は，第 9表に示した如く 8

頭中 6頭がマイロ期に低下し，その低下量は 1頭

平均 0.39%であり，これは 5%水準で有意な低下

とみなされた。従って量産配合飼料にくらべて，マ

イロ配合飼料は，乳脂率に好影響を与えないと言

へょう。しかし乳脂肪生産量の点では，第 11表

に見るように， A群ではマイロ給与で僅か増加し，

B群では減少しており，総体では量産配合飼料給与

時に， 1頭 1日平均 24gの生産増となっているが，

乙れは有意な差とはみなせなかった。すなわち7



イロ配合飼料給与により，乳量は増加し，乳脂率

が低下し，乳脂肪生産量では，殆んど差がみられ

なかった。
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第10表乳脂率の分散分析

変動因 | 自由度 l 平方和 |平均平方|
全体

飼料処理 1 1.201 I 1.201 I Fニ6.624*

個体

第11表乳脂生産量 (kg/13日)

処理による業
群 |牛蕃号 1j築工期 l第E期 l第JlI期 li-2

I xn十JlI

A 

574 

609 

610 

618 

計

B 

619 

551 

540 

612 

-1.43 

十 1.37

+ 0.88 
+ 1.03 

十1.85

+1.39 

+ 1.85 
+ 0.47 
+ 0.65 

+ 4.36 

-2.51 

-0.024 

第12表乳脂生産量の分散分析

変動因 | 自由度 | 平方和 ! 
全 体

飼料処理

個体
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F=0.767 

b) 蛋白質含量と乳蛋白質生産量

生産牛乳の蛋白質含量は，第 13表にみるよう

に，飼料処理による差は極く僅かで，またその差

は有意のものでなかった。

第13表生産牛乳の蛋白質含量(%)

処理による差
群 |牛番号|第I期|第E期|第E期 11-2 
|I  xn+JlI 

A 
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-0.10 

-0.15 
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平均 I2.54 I 2.77 
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-0.18 
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2.95 I -0.18 

-0.75 

-0.09 

第14表蛋白質含量の分散分析

変動因 | 自由度 | 平方和 l 

全 体

飼料処理

個体

F=0.421 
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l吋第I期
処理による差 第四表 SNF含量の分散分析

群 1-2 
xn+JI[ 変動因 自由度 平方和

619 4.80 5.04 5.05 -0.23 

551 4.85 4.34 4.17 十0.34 全 体

B 540 
3.69 3.04 2.91 + 0.52 飼料処浬 l 1 0.289 I 0.289 I F=0.774 

612 2.86 3.16 3.26 -0.20 伺 体

十0.43
第四表 SNF生産量 (kgf13日)・

十1.49

|吋第工期!策判策班期|守?と:
1日1頭生 十0.014 群
産量増減

第16表乳蛋白生産量の分散分析

変動因 | 自由度 | 平方和
一一一ァーー一一一一ーー一一

全体

飼料処理

伺体

F=2.029 

乳蛋白質生産量の成績を，第 15表に示したが，

マイロ配合飼料給与により 8頭中 6頭までが増

加しているが，分散分析の結果では，有意な増加

と認められなかった。

c) 無脂固形分合量 (SNF)とSNF生産量

生産牛乳の SNF含量の測定結果を第 17表に

示したが，マイロ配合飼料給与により 8頭中 5

頭が SNF含量を増加しており，また SNF生産

量は，第四表にみる如く， 6頭が増加を示した。

第17表生産牛乳の SNF合最(%)

処理忌ょZ差
群 |牛番号i第工期 1j第E期|第11I期 11-2 

I xn+JI[ 

574 7.06 6.65 7.48 + 1.24 

609 7.58 7.55 7.72 + 0.20 

A 610 7.57 7.81 7.88 -0.17 

618 7.72 8.56 8.94 -0.46 

7.48 7.64 8.01 十0.81

619 7.51 7.74 7.76 -0.26 

551 7.86 8.02 8.00 一0.18
B 
540 7.59 7.46 7.71 +0.38 

612 8.01 8.42 8.13 -0.70 

7.74 7.91 7.90 ← 0.71 

+ 1.52 

平含量均増SN減F + 0.19 
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第20表 SNF生産量の分散分析

自由度 i 平方和
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F=6.409ネ

なおマイロ配合飼料給与により 1日1頭当りの

SNF生産量の増加量は 78gであり，これは 5%

水準で統計的に有意であった。すなわち遺書配合飼

料を給与する場合より，マイロ配合飼料を与える

場合に， SNF生産量に好影響をもたらすと言う

ことができる。その原因は，熱量供給量の増加に

よるものと推量せられる。

以上の試験結果を綜合考察すると，配合飼料中

50弘をしめる越を，同量のマイロで置換して乳牛

を飼育するとき，乳量を幾分増加せしめる傾向が

うかがわれたが，反面乳脂率が梢々低下しがちで

乳脂肪生産量では，ほどんど変りなかった。しか



し無脂固形分の生産量を，僅か増加する傾向が認

められ，乳牛用配合飼料の主要成分として，マイ

ロは有効に使用し得るものと思料せられる。

IV. 総 括

(1) マイロを乳牛用配合飼料の主成分として，

大量配合使用する場合の，産乳および乳質に及ぼ

す影響を調べる目的で，ホルスタイン種乳牛8頭

を2群にわけ， 1期4週とし， 3期を設け， double 

reversal designで，盤50%の配合飼料とマイロ

50%の配合飼料を，交互に与えて試験した。

(2) 乳量はマイロ期に 1日1頭平均 0.7kgの

21 

増加を来たしたが，統計的に有意な増加ではなか

った。

(3) 乳脂率はマイロ期に， 1頭平均0.39%の有

意な低下を見た。しかし乳脂肪生産量の点では，

ほとんど両期に差が認められなかった。

(4) 生産乳汁の無脂固形分合量は，マイロ期に

僅か上昇の傾向がみられ，無脂固形分生産量は，

マイロ配合飼料の給与により 1頭 1日当り 78g

の有意な増加を示した。

(5) 以上の成績より，マイロを乳牛用配合飼料

の主要成分として，有効に利用し得るものと思考

する。


